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に
お
い
て
「
全

世
代
対
応
型
の

持
続
可
能
な
社

会
保
障
制
度
を

構
築
す
る
た
め

の
健
康
保
険
法

等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案

（
仮
称
）」
が
提
出
さ
れ
ま
す
。
こ
の

法
案
に
は
か
か
り
つ
け
医
機
能
が
発

揮
さ
れ
る
制
度
整
備
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
機
能
は
、
現

在
省
令
で
定
義
さ
れ
て
い
る
「
身
近

な
地
域
に
お
け
る
日
常
的
な
医
療
の

提
供
や
健
康
管
理
に
関
す
る
相
談
等

を
行
う
機
能
」
が
法
文
に
明
記
さ
れ

る
予
定
で
す
。
複
数
の
か
か
り
つ
け

医
を
持
つ
国
民
や
県
民
も
多
く
、
か

か
り
つ
け
医
機
能
は
単
純
に
定
め
ら

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
か
か

り
つ
け
医
を
固
定
す
る
よ
う
な
法
改

正
は
、
国
民
も
県
民
も
望
ん
で
い
ま

せ
ん
。
か
か
り
つ
け
医
機
能
は
地
域

や
診
療
科
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
か

ら
、
定
義
以
外
の
か
か
り
つ
け
医
機

能
の
要
件
ま
で
法
文
で
一
律
に
定
め

る
の
で
は
な
く
、
必
要
な
機
能
を
地

域
ご
と
に
考
え
て
い
く
べ
き
で
す
。

か
か
り
つ
け
医
を
選
ぶ
の
は
あ
く
ま

で
も
患
者
の
選
択
で
あ
り
、
義
務
で

は
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
我
が
国
の
医

療
の
特
色
で
あ
る
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス

を
守
り
、
必
要
な
時
に
迅
速
に
必
要

な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
原
則
は
変
わ

　

２
０
２
３
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第

８
波
は
依
然
と
し
て
ま
ん
延
し
、
今

年
は
、
そ
の
上
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
も
重
な
り
、
委
員
の
先
生
方
に

は
一
般
診
療
、
発
熱
外
来
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
、
重
症
者
の
入
院
加
療
等
大

変
お
忙
し
い
日
々
を
送
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
１
月
17

日
に
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
発
生

し
て
28
年
と
な
り
、
各
地
で
追
悼
行

事
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
が
各
々
の

思
い
を
込
め
て
祈
り
を
捧
げ
ま
し

た
。
本
年
が
災
害
や
事
故
の
な
い
穏

や
か
な
年
に
な
る
こ
と
を
祈
念
し
ま

す
。

　

さ
て
、
４
月
に
は
統
一
地
方
選
挙

（
３
月
31
日
公
示
、
４
月
９
日
投
票
）

が
あ
り
ま
す
。兵
庫
県
医
師
連
盟
は
、

各
郡
市
医
師
連
盟
の
推
薦
議
員
を
推

薦
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
の
参
議
院
議
員
選
挙
で
自
見
は

な
こ
氏
を
応
援
し
て
い
た
だ
い
た
議

員
の
先
生
方
の
支
援
を
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

１
月
23
日
に
開
会
す
る
通
常
国
会

ら
な
い
こ
と
を
前
提
と
す
べ
き
で

す
。

　

国
民
皆
保
険
制
度
を
堅
持
し
、
県

民
に
安
心
安
全
な
医
療
を
提
供
で
き

る
よ
う
に
日
本
の
医
療
を
守
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

兵庫県医師連盟
委員長　八田　昌樹

自
民
党
兵
庫
県
連

自
民
党
兵
庫
県
連

　

各
種
友
好
団
体
と
の

　

各
種
友
好
団
体
と
の

　
　

政
策
要
望
に
係
る
意
見
交
換
会

　
　

政
策
要
望
に
係
る
意
見
交
換
会

自
民
党
兵
庫
県
連

自
民
党
兵
庫
県
連

　

各
種
友
好
団
体
と
の

　

各
種
友
好
団
体
と
の

　
　

政
策
要
望
に
係
る
意
見
交
換
会

　
　

政
策
要
望
に
係
る
意
見
交
換
会

自
民
党
兵
庫
県
連

　

各
種
友
好
団
体
と
の

　
　

政
策
要
望
に
係
る
意
見
交
換
会

　

令
和
４
年
９
月
９
日
（
金
）
午
後

２
時
30
分
か
ら
県
庁
３
号
館
４
階
の

自
民
党
県
議
団
フ
ロ
ア
ー
に
お
い
て

意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
た
。
兵
庫

県
医
師
連
盟
か
ら
八
田
昌
樹
委
員

長
、
橋
本
寛
副
委
員
長
、
大
門
常
任

執
行
委
員
が
出
席
、
大
前
は
る
よ
自

民
党
健
康
福
祉
部
会
長
、
八
田
昌
樹

兵
庫
県
医
師
連
盟
委
員
長
の
挨
拶
の

後
、
令
和
５
年
度
兵
庫
県
予
算
編
成

に
対
す
る
最
重
点
要
望
事
項
に
つ
い

て
橋
本
寛
副
委
員

長
・
大
門
美
智
子
常

任
執
行
委
員
よ
り

夫
々
説
明
し
、
実
現

方
を
強
く
要
請
し

た
。

　

同
党
か
ら
は
、
健

康
福
祉
部
会
長
の
大

前
は
る
よ
（
西
宮
市
）

最
重
点
要
望
事
項

【
１
】
新
生
児
サ
イ
ト
メ
ガ
ロ
ウ
イ

　
　

ル
ス
感
染
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　
　

の
導
入

【
２
】Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
罹
患
後
症
状

　
　

サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

　
　

実
施
に
つ
い
て

並
び
に
・
松
井
重
樹
（
た
つ
の
市
・

揖
保
郡
）・
大
谷
か
ん
す
け
（
尼
崎

市
）・
か
わ
べ
宣
宏
（
長
田
区
）・
北

川
泰
寿
（
西
宮
市
）・
北
野
実
（
姫

路
市
）・
関
口
正
人
（
三
田
市
）・
橘

秀
太
郎
（
美
方
郡
）・
内
藤
兵
衛
（
西

脇
市
・
多
可
郡
）・
水
田
裕
一
郎
（
姫

路
市
）・
永
田
秀
一
（
南
あ
わ
じ
市
）・

山
口
晋
平
（
た
つ
の
市
・
揖
保
郡
）

の
総
勢
12
名
の
県
議
会
議
員
の
出
席

が
あ
っ
た
。

八田委員長より挨拶

左より大門常任執行委員・橋本副委員長・八田委員長 出席の県議会議員

参議院議員 自見はなこ は、
議員活動や考え方等を広く知っていただくよう、

ＬＩＮＥを立ち上げています。

ＬＩＮＥ登録にご協力をお願いいたします。
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日本医師会
松本吉郎会長

兵庫県
齋藤元彦知事

兵庫県議会
水田裕一郎副議長（県議会長代理）

兵庫県薬剤師会
笠井秀一会長

兵庫県歯科医師会
澤田隆会長

兵庫県医師会
八田昌樹会長

　

兵
庫
県
医
師
会
新
年
祝
賀
会
が
、

令
和
５
年
１
月
12
日
（
木
）、
神
戸

ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
「
偕
楽
の
間
」

に
お
い
て
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
３
年
ぶ

り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
松

本
日
本
医
師
会
会
長
、
齋
藤
兵
庫
県

知
事
、
澤
田
兵
庫
県
歯
科
医
師
会
会

長
、
笠
井
兵
庫
県
薬
剤
師
会
会
長
、

成
田
兵
庫
県
看
護
協
会
会
長
、西
村
・

川
島
・
空
地
兵
庫
県
医
師
会
名
誉
会

長
、自
見
自
由
民
主
党
参
議
院
議
員
、

兵
庫
県
医
師
連
盟
推
薦
の
国
会
議

員
、
郡
市
区
医
師
会
会
長
、
各
医
会

会
長
、
各
委
員
会
委
員
長
等
、
２
０

２
名
の
出
席
を
賜
り
ま
し
た
。

　

三
浦
・
瓦
井
常
任
理
事
の
司
会
の

も
と
、
鈴
木
副
会
長
の
開
会
の
辞
で

祝
賀
会
は
始
ま
り
ま
し
た
。
八
田
会

長
よ
り
新
年
の
挨
拶
と
と
も
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
法
上
の

位
置
付
け
に
つ
い
て
、
拙
速
な
変
更

は
避
け
て
特
有
の
類
型
を
考
え
て
い

く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
言
及
さ
れ
、

地
域
医
療
構
想
や
か
か
り
つ
け
医
機

能
問
題
等
に
関
し
て
は
、
日
本
医
師

会
や
郡
市
区
医
師
会
と
協
力
し
て
対

応
し
て
い
く
、
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
挨
拶
で
は
松
本
日
本
医
師
会
会

長
よ
り
日
本
医
師
会
に
対
す
る
兵
庫

県
医
師
会
の
協
力
に
感
謝
の
言
葉
と

と
も
に
、
昨
年
の
新
体
制
か
ら
は
地

域
か
ら
中
央
へ
、
国
民
や

医
師
の
信
頼
を
得
ら
れ
る

一
致
団
結
し
た
強
い
医
師

会
を
目
指
し
て
い
る
、
と

挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
齋
藤
兵
庫
県
知
事
、

澤
田
兵
庫
県
歯
科
医
師
会

会
長
の
ご
挨
拶
の
後
、
笠

井
兵
庫
県
薬
剤
師
会
会
長

の
乾
杯
の
ご
発
声
で
祝
宴
が
始
ま
り

ま
し
た
。３
年
ぶ
り
の
祝
宴
の
た
め
、

各
宴
席
に
お
い
て
は
例
年
以
上
に
非

常
に
有
意
義
な
意
見
交
換
の
場
が
多

く
見
受
け
ら
れ
、
最
後
に
は
橋
本
副

会
長
よ
り
祝
賀
会
出
席
へ
の
感
謝
と

閉
会
の
辞
を
も
っ
て
華
や
か
に
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。

　

医
師
連
盟
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会

委
員
長　

北
垣　

幸
央

令和5年 兵庫県医師会

新 年 祝 賀 会

挨拶する八田昌樹県医会長

本県医師連盟選出の国会議員の方々 県議会各派代表議員の方々

http://www.hyogo-ishirenmei.jp

兵庫県医師連盟 検 索

兵庫県医師連盟
ホームページ
医師連盟の主張や意見の広場、
郡市区医師連盟の活動などを掲載し、
随時内容を更新しています。
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山
田
先
生
、
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

山
田
衆
議
院
議
員
（
以
下　

山
田
）

　

西
宮
市
、
芦
屋
市
医
師
連
盟
並
び

に
兵
庫
県
医
師
連
盟
の
皆
様
に
は
常

日
頃
よ
り
ご
指
導
、
ご
支
援
を
い
た

だ
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
日
は
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

北
垣　

山
田
先
生
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
こ
の

12
月
（
令
和
４
年
）
も
毎
日
の
よ
う

に
各
国
の
閣
僚
や
議
員
、
駐
日
大
使

ら
と
の
会
談
の
合
間
に
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
国
連
安
全
保
障
理
事
会
で

の
公
開
討
論
へ
の
参
加
や
、
ア
フ
リ

カ
の
モ
ロ
ッ
コ
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
へ

の
訪
問
、
そ
し
て
週
末
の
地
元
行
事

へ
の
参
加
と
本
当
に
秒
単
位
で
世
界

を
駆
け
巡
っ
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。
外

務
政
務
官
時
代
と
外
務
副
大
臣
に
な

ら
れ
て
か
ら
は
行
動
に
か
な
り
変
化

が
あ
り
ま
し
た
か
？

山
田　

外
務
政
務
官
時
代
は
要
人
と

の
会
談
や
国
際
会
議
で
の
発
言
な

ど
、
ま
ず
担
当
の
外
交
活
動
を
こ
な

す
こ
と
が
第
一
で
し
た
。
そ
の
後
、

党
に
戻
っ
て
か
ら
も
国
際
機
関
の
邦

人
職
員
増
強
や
経
済
安
全
保
障
の
確

保
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
う
し
た

経
験
を
経
て
外
務
副
大
臣
と
し
て
外

務
省
に
戻
り
ま
し
た
が
、
自
ら
の
外

交
活
動
に
加
え
、
組
織
運
営
と
い
う

視
点
を
意
識
し
、
外
務
省
全
体
の
業

務
の
進
め
方
の
見
直
し
や
体
制
の
強

化
な
ど
に
つ
い
て
提
言
し
、
改
革
を

促
し
て
い
ま
す
。

北
垣　

や
は
り
高
校
で
の
ア
メ
リ
カ

留
学
の
時
か
ら
、
将
来
は
世
界
を
相

手
に
政
治
の
道
に
進
も
う
と
思
わ
れ

て
い
た
の
で
す
か
？

山
田　

ま
ず
、高
校
時
代
に
は
将
来
、

海
外
と
関
わ
る
仕
事
を
し
た
い
と
は

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
政
治
家
と
い

う
選
択
肢
が
あ
る
と
は
全
く
考
え
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

た
だ
、
留
学
し
た
こ
と
で
自
分
の

世
界
観
が
大
き
く
変
わ
り
、
視
野
が

広
が
っ
た
の
は
確
か
で
、

海
外
に
対
す
る
ハ
ー
ド
ル

が
下
が
り
、
大
学
時
代
も

一
人
で
エ
ジ
プ
ト
や
ペ

ル
ー
な
ど
を
旅
行
し
て
き

ま
し
た
。
今
と
な
っ
て
は

そ
の
時
の
経
験
が
国
会
議

員
や
外
務
副
大
臣
と
し
て

の
活
動
に
と
て
も
役
立
っ

て
い
ま
す
。

北
垣　

山
田
先
生
が
政
治
家
を
目
指

さ
れ
た
き
っ
か
け
が
平
成
22
年
に
起

こ
っ
た
尖
閣
列
島
沖
で
の
巡
視
船
、

中
国
漁
船
と
の
衝
突
事
件
で
、外
交
・

防
衛
に
対
し
て
強
い
危
機
感
を
持
た

れ
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
侵
略
に

対
し
て
も
非
常
に
強
い
思
い
を
持
っ

て
国
連
安
全
保
障
理
事
会
の
公
開
討

論
に
向
か
わ
れ
た
の
で
す
ね
。

山
田　

は
い
。
安
全
保
障
理
事
会
は

国
連
憲
章
の
下
、
世
界
の
平
和
と
安

全
に
責
任
を
有
す
る
機
関
で
す
が
、

そ
の
常
任
理
事
国
の
ロ
シ
ア
が
隣
国

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
武
力
で
侵
略
を
行
っ

て
お
り
、
国
連
が
未
だ
こ
れ
を
止
め

る
こ
と
が
出
来
ず
に
い
ま
す
。
こ
れ

は
国
連
の
存
在
意
義
に
関
わ
る
深
刻

な
危
機
で
あ
り
ま
す
。
国
連
の
機
能

強
化
や
常
任
理
事
国
の
拒
否
権
行
使

抑
制
を
含
め
、
早
期
に
改
革
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
国
が

総
論
で
は
賛
同
す
る
も
、
一
向
に
改

革
が
進
ま
な
い
現
状
を
指
摘
し
、
具

体
的
な
文
書
に
基
づ
く
交
渉
を
開
始

す
る
よ
う
、
速
や
か
に
行
動
を
起
こ

す
べ
き
と
訴
え
ま
し
た
。

北
垣　

山
田
先
生
の
よ
う
な
世
界

観
、
国
家
観
を
持
た
れ
た
方
が
世
界

の
外
交
の
場
で
日
本
を
代
表
し
強
い

発
言
を
さ
れ
る
こ
と
は
非
常
に
心
強

く
感
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
そ
れ
で
は
医
療
問
題
に
関

し
て
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
山
田

先
生
は
以
前
よ
り
政
治
信
条
と
し
て

国
民
の
生
命
、
国
民
の
く
ら
し
、
日

本
の
心
を
守
る
、
を
３
本
柱
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
な
か
で
も
医
療
に
関
し

て
は
予
防
医
療
の
重
要
性
を
強
く
訴

え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
昨
年
（
令
和

３
年
）
の
春
に
は
、
ご
多
忙
の
中
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
医
療
の
現
場
と
し
て

わ
ざ
わ
ざ
私
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
ま
で
来

て
い
た
だ
き
、
外
来
や
在
宅
で
の
コ

ロ
ナ
診
療
の
現
状
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
進
行
状
況
や
問
題
点
を
調
査
し
て

い
た
だ
き
、
私
か
ら
は
一
般
開
業
医

が
発
熱
患
者
を
診
な
い
、
ワ
ク
チ
ン

を
打
た
な
い
、
と
い
う
間
違
っ
た
風

評
に
つ
い
て
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

山
田
先
生
の
コ
ロ
ナ
対
応
に
関
す

る
率
直
な
ご
意
見
を
伺
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

山
田　

発
生
当
初
は
混
乱
も
あ
り
ま

し
た
が
、
わ
が
国
は
諸
外
国
と
比
べ

て
も
感
染
拡
大
を
よ
く
抑
え
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ

れ
は
医
師
連
盟
の
先
生
方
を
は
じ

め
、
全
国
の
医
療
関
係
者
の
皆
様
の

ご
尽
力
の
賜
物
で
す
が
、
マ
ス
ク
着

用
の
徹
底
を
含
め
た
国
民
一
人
一
人

の
高
い
衛
生
意
識
に
基
づ
く
生
活
様

式
や
自
主
的
な
行
動
抑
制
な
ど
に
よ

り
感
染
爆
発
を
抑
え
つ
つ
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
加
速
さ
せ
社
会
全
体
の
免

疫
力
を
高
め
て
い
っ
た
と
い

う
方
策
は
正
し
か
っ
た
と
い

え
ま
す
。
他
方
で
、
感
染
拡

大
時
の
病
床
の
確
保
に
つ
い

て
は
更
に
改
善
の
余
地
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
国

産
ワ
ク
チ
ン
・
治
療
薬
の
開

発
・
生
産
を
含
め
た
創
薬
力

の
強
化
は
重
要
か
つ
喫
緊
の

課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

北
垣　

貴
重
な
ご
意
見
を
い

た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。
他
国
に
比
し
て
非
常
に

死
亡
者
数
が
少
な
い
一
番
の

要
因
と
し
て
日
本
の
誇
る
皆

保
険
制
度
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？
ま
た「
コ
ロ
ナ
・

シ
ョ
ッ
ク
・
ド
ク
ト
リ
ン
」
と
し
て

英
国
の
よ
う
な
人
頭
制
、
登
録
制
の

「
か
か
り
つ
け
医
」
制
度
の
導
入
の

動
き
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
こ
の
点

に
関
し
て
も
ご
意
見
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

山
田　

コ
ロ
ナ
対
応
を
含
め
、
国
民

皆
保
険
制
度
は
大
変
有
意
義
で
あ
り

重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
経
済
的
理
由

で
医
療
を
受
け
る
こ
と
を
断
念
し
た

た
め
に
本
来
助
か
る
命
が
助
か
ら
な

い
と
い
う
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
広
く
国
民
が
身
近
に

医
療
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
目
の

前
の
患
者
さ
ん
だ
け
で
な
く
社
会
に

と
っ
て
も
有
益
だ
と
い
う
こ
と
を
広

く
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
実
は
世
界
的
に
も
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
・
ヘ
ル
ス
・
カ
バ
レ
ッ
ジ（
Ｕ
Ｈ
Ｃ
）

と
い
っ
て
「
す
べ
て
の
人
が
、
適
切

な
健
康
増
進
、
予
防
、
治
療
、
機
能

回
復
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
、
支
払

い
可
能
な
費
用
で
受
け
ら
れ
る
」
と

い
う
考
え
方
が
持
続
可
能
な
開
発
目

標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
一
つ
に
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
わ
が

国
の
国
民
皆
保
険
の
考
え
方
と
も
共

通
す
る
も
の
で
あ
り
、
わ
が
国
は
地

球
規
模
課
題
と
し
て
の
Ｕ
Ｈ
Ｃ
の
推

進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
英
国
の
制
度
に
つ
い
て
は
詳
細

を
承
知
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、「
か
か
り
つ
け
医
」
を
割

り
当
て
す
る
の
で
は
な
く
、
患
者
自

身
が
自
分
に
合
っ
た
「
か
か
り
つ
け

医
」
を
選
択
し
納
得
し
て
医
療
を
受

け
る
こ
と
は
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

北
垣　

最
後
に
西
宮
市
、
芦
屋
市
医

師
連
盟
並
び
に
兵
庫
県
医
師
連
盟
に

何
か
ご
要
望
、
ご
意
見
が
あ
れ
ば
伺

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。（四

面
に
つ
づ
く
）

北
垣
委
員
長
（
以
下　

北
垣
）

　

山
田
先
生
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

外
務
副
大
臣
と
し
て
非
常
に
ご
多
忙

の
と
こ
ろ
、
兵
庫
県
医
師
連
盟
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
受
け
い
た
だ
き
有

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
前
回
、
私
が
山

田
先
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
の
が
６
年
前
。
以
後
、

先
生
と
は
何
度
と
な
く
お
会
い
す
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
外
務
副
大

臣
に
な
ら
れ
て
か
ら
は
初
め
て
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。
山
田
先
生
は
大

阪
教
育
大
学
付
属
天
王
寺
高
等
学

校
、
米
国
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
ノ
ー
ビ

ス
高
校
（
留
学
）、
神
戸
大
学
法
学

部
を
卒
業
。
住
友
銀
行
、
通
商
産
業

省
出
向
、Ｓ
Ｇ
信
託
銀
行
を
経
て
第

46
回
衆
議
院
選
挙
に
当
選
さ
れ
た
経

済
、
外
交
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
先

生
で
、
第
二
次
岸
田
内
閣
に
て
外
務

副
大
臣
に
就
任
さ
れ
、
世
界
各
国
を

訪
問
さ
れ
て
い
ま
す
。

安保理閣僚級公開討論での演説

対　　　談

議　
　
　

員

衆
議
院
議
員
（
兵
庫
第
７
区
）

山
田　

賢
司

K E N J I  Y A M A D A Y U K I H I S A  K I T A G A K I

兵
庫
県
医
師
連
盟

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
委
員
長

北
垣　

幸
央

〈令和4年12月 28日　山田賢司事務所において〉

　　　山田賢司衆議院議員　　　　　　　　北垣幸央委員長
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【
川
西
市
医
師
連
盟
】

２
０
２
２
年
（
令
和
４
年
）

川
西
市
長
選
挙
・
川
西
市
議
会
議
員

選
挙
を
振
り
返
っ
て

　

任
期
満
了
に
伴
う
川
西
市
長
選
挙

は
２
０
２
２
年
10
月
９
日
告
示
さ

れ
、
２
選
を
目
指
す
現
職
の
越
田
謙

治
郎
氏
（
45
）
と
新
人
の
元
市
議
山

下
隆
志
氏
（
40
）
の
２
人
が
立
候
補

し
た
。
２
人
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
、

１
．越
田
謙
治
郎
氏
は
川
西
市
出
身
、

同
志
社
大
学
法
学
部
政
治
学
科
卒

業
、
教
育
関
連
の
出
版
社
勤
務
を
経

て
２
０
２
２
年
か
ら
川
西
市
議
を
２

期
、
２
０
１
１
年
か
ら
兵
庫
県
議
を

２
期
務
め
た
。
２
０
１
８
年
川
西
市

長
選
挙
で
初
当
選
、
今
回
２
期
目
を

目
指
し
て
立
候
補
し
た
。
２
．
山
下

隆
志
氏
は
京
都
市
出
身
、
京
都
大
学

工
学
部
工
学
化
学
科
卒
業
、
日
本
ペ

イ
ン
ト
、国
際
特
許
事
務
所
を
経
て
、

２
０
１
７
年
弁
理
士
事
務
所
日
本
知

財
納
付
サ
ー
ビ
ス
を
設
立
、
２
０
１

８
年
川
西
市
議
会
議
員
選
挙
に
当
選

し
１
期
途
中
ま
で
務
め
た
。

10
月
９
日
９
時
か
ら
開
催
さ
れ
た

川
西
能
勢
口
駅
前
藤
の
木
さ
ん
か
く

広
場
で
の
出
陣
式
に
兵
庫
県
副
知

事
、
兵
庫
県
議
会
議
員
、
近
隣
市
町

の
首
長
、
支
援
者
が
多
数
出
席
し
て

い
た
。
こ
の
出
陣
式
に
お
い
て
、
越

田
氏
は
１
期
目
の
成
果
で
あ
る
中
学

校
給
食
の
実
現
、待
機
児
童
の
解
消
、

市
立
病
院
の
再
編
、
財
政
状
況
の
赤

字
か
ら
の
脱
却
な
ど
を
訴
え
、
２
期

目
に
向
け
て
の
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
と

し
て
６
項
目
、「
１
．政
策
は
子
ど
も
・

教
育
か
ら
始
め
ま
す
２
．
暮
ら
し
の

近
く
に
仕
事
や
活
躍
の
場
を
作
り
ま

す
３
．
つ
な
が
り
を
築
き
、
市
民
の

「
も
し
も
」
に
備
え
ま
す
４
．
税
金

の
使
い
方
を
さ
ら
に
見
直
し
ま
す

５
．
コ
ン
パ
ク
ト
で
質
の
高
い
街
を

目
指
し
ま
す
６
．
未
来
を
見
据
え
街

へ
の
愛
着
を
育
み
ま
す
」
を
新
た
に

加
え
、子
供
の
未
来
に
対
す
る
投
資
、

高
齢
者
の
暮
ら
し
や
す
い
地
域
に
す

る
、
特
に
認
知
症
対
策
、
企
業
誘
致

と
働
き
口
を
増
や
す
と
訴
え
、「
改

革
を
加
速
す
る
」
と
し
た
。
川
西
市

医
師
連
盟
は
当
初
か
ら
越
田
氏
を
推

薦
し
て
お
り
、
出
陣
式
に
は
織
田
委

員
長
、
藤
末
前
委
員
長
、
深
町
事
務

長
が
出
席
し
、
市
長
選
挙
公
示
を
伝

え
る
サ
ン
テ
レ
ビ
の
報
道
に
は
越
田

氏
と
織
田
委
員
長
と
が
グ
ー
タ
ッ
チ

す
る
映
像
が
あ
っ
た
。
一
方
の
山
下

氏
は
「
現
市
政
は
市
民
の
た
め
に
平

等
に
税
金
が
使
わ
れ
て
い
な
い
。」

と
訴
え
、
北
部
医
療
や
学
校
統
合
問

題
を
掲
げ
た
が
、
立
候
補
表
明
が
公

示
８
日
前
で
大
き
く
出
遅
れ
準
備
が

足
り
ず
、
存
在
感
を
示
せ
な
い
中
で

の
選
挙
戦
で
あ
っ
た
。

10
月
16
日
投
票
結
果
は
有
権
者
13

万
２
８
０
人
、
投
票
率
は
49
・
28
％

（
前
回
平
成
30
年
51
・
７
％
）
で
、

開
票
は
16
日
９
時
30
分
か
ら
始
ま
っ

た
が
、
17
日
０
時
40
分
開
票
が
終
了

し
、
越
田
氏
４
０
，
５
８
４
票
、
山

下
氏
２
２
，
４
６
１
票
で
越
田
氏
の

圧
勝
で
あ
っ
た
。
な
お
こ
の
越
田
氏

の
得
票
数
は
有
権
者
数
の
違
い
は
あ

る
も
の
の
前
回
平
成
30
年
の
初
当
選

時
と
ほ
ぼ
同
数
と
い
う
結
果
と
判
断

で
き
る
。
当
選
確
実
の
報
道
を
受
け

16
日
20
時
40
分
頃
か
ら
川
西
能
勢
口

駅
前
で
越
田
氏
は
「
こ
の
４
年
間
コ

ロ
ナ
禍
と
い
う
未
曽
有
の
状
況
で
、

皆
さ
ん
と
の
約
束
に
１
つ
ひ
と
つ
取

り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た

と
思
う
。
選
挙
戦
で
聞
い
た
批
判
や

厳
し
い
意
見
も
し
っ
か
り
受
け
止
め

て
、
改
革
を
加
速
さ
せ
る
２
期
目
に

し
た
い
。」
と
訴
え
た
。
17
日
に
越

田
氏
が
川
西
市
医
師
連
盟
に
当
選
の

挨
拶
に
来
ら
れ
、
ま
た
織
田
委
員
長

に
は
越
田
氏
本
人
か
ら
電
話
で
の
当

選
挨
拶
と
今
後
の
協
力
要
請
が
あ
っ

た
。

　

川
西
市
議
会
議
員
選
挙
は
令
和
４

年
10
月
16
日
の
市
長
選
挙
と
同
日
で

執
行
さ
れ
、
定
数
26
を
今
回
２
減
ら

し
て
24
に
対
し
32
名
が
立
候
補
し

た
。
現
職
の
う
ち
16
名
が
立
候
補
し

10
名
が
引
退
、
３
名
の
元
職
が
立
候

補
し
、
13
名
の
新
人
が
立
候
補
し
た

選
挙
と
な
っ
た
。
投
票
率
は
市
長
選

と
同
じ
49
・
28
％
、（
前
回
平
成
30

年
52
％
）
で
当
選
ラ
イ
ン
は
１
，
６

０
０
票
（
前
回
よ
り
３
０
０
増
）
と

な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
現
職
は
１
名

落
選
し
た
が
、
そ
の
他
15
名
は
手
堅

く
当
選
し
、
元
職
は
１
名
、
新
人
は

８
名
が
当
選
し
市
議
会
議
員
の
顔
ぶ

れ
が
大
幅
に
変
わ
っ
た
。
24
名
の
内

訳
は
自
民
２
、
公
明
５
、
維
新
４
、

共
産
３
、
立
憲
民
主
１
、
参
政
１
、

無
所
属
８
で
あ
っ
た
。

　

川
西
市
医
師
連
盟
委
員
長織

田
行
雄

【
姫
路
市
医
師
連
盟
】

　

近
年
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
残
念
な

が
ら
活
発
な
医
政
活
動
は
出
来
て
い

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
第
７
波
が
過
ぎ

た
令
和
４
年
秋
頃
よ
り
姫
路
市
議
会

議
員
と
の
懇
談
会
を
始
め
と
し
て
、

徐
々
に
活
動
を
再
開
し
て
い
ま
す
。

で
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
の
姫
路
市

医
師
連
盟
の
活
動
を
報
告
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
７
月
に
は
兵
庫
県
知
事

選
挙
が
あ
り
ま
し
た
。
理
事
会
に
て

齋
藤
元
彦
候
補
の
推
薦
が
決
ま
り
、

７
月
６
日
齋
藤
候
補
の
個
人
演
説
会

に
、
宮
下
常
任
執
行
委
員
（
当
時
）

が
参
加
し
ま
し
た
。
７
月
18
日
投
票

結
果
は
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
10
月
31
日
に
は
第
49
回

衆
議
院
選
挙
が
あ
り
ま
し
た
。
兵
庫

11
区
は
松
本
剛
明
候
補
を
推
薦
し
、

兵
庫
12
区
は
山
口
つ
よ
し
候
補
を
推

薦
し
、
二
人
と
も
当

選
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
７
月
10

日
に
は
第
26
回
参
議

院
選
挙
が
あ
り
ま
し

た
。
７
月
１
日
姫
路

市
民
会
館
に
て
兵
庫

選
挙
区
末
松
信
介
候

補
（
す
で
に
推
薦
済

み
）
の
決
起
集
会
が

あ
り
、
宮
下
副
委
員
長

が
参
加
し
ま
し
た
。
７

月
５
日
に
は
日
本
医
師

会
組
織
内
候
補
と
し
て

立
候
補
さ
れ
た
自
見
は

な
こ
候
補
の
選
挙
カ
ー

が
兵
庫
県
に
来
ら
れ
、

夕
方
６
時
前
に
姫
路
駅

前
に
到
着
し
ま
し
た
。

宮
下
副
委
員
長
と
自
由

民
主
党
県
議
会
議
員
水

田
裕
一
郎
氏
が
応
援
演

説
を
し
ま
し
た
（
写
真
１
）。
選
挙

結
果
は
二
人
と
も
当
選
と
な
り
ま
し

た
。

　

令
和
４
年
10
月
31
日
公
明
党
政
策

要
望
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

石
橋
委
員
長
と
宮
下
副
委
員
長
が
参

加
し
ま
し
た
。
伊
藤
た
か
え
参
議
院

議
員
を
中
心
に
国
政
、
県
政
、
市
政

に
対
す
る
要
望
に
関
し
懇
切
丁
寧
な

回
答
を
頂
き
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
11
月
12
日
に
姫
路
市
議

会
議
員
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
國
部
副
委
員
長
か
ら
は
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
在
宅
医
療
に
つ
い
て
、

中
谷
副
委
員
長
か
ら
は
急
病
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
発
熱
外
来
の
設
置
に

つ
い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。
市
議
会

議
員
の
先
生
方
に
は
有
用
な
情
報
提

供
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
11
月
29
日
に
は
清
元
秀

泰
市
長
の
元
へ
姫
路
市
医
師
連
盟
執

行
部
全
員
で
訪
問
し
ま
し
た
（
写
真

２
）。
早
期
の
地
域
外
来
・
検
査
セ

ン
タ
ー
（
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
）
の
立
ち
上

げ
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
な
ど

に
関
し
て
、
市
長
か
ら
お
礼
の
言
葉

を
頂
き
ま
し
た
。こ
の
冬
の
コ
ロ
ナ
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
同
時
流
行
に
対
し

て
も
充
分
な
補
助
、
助
成
を
す
る
と

の
旨
を
頂
き
ま
し
た
。
な
お
、
令
和

５
年
４
月
、
統
一
地
方
選
挙
に
お
い

て
姫
路
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

姫
路
市
医
師
連
盟
は
清
元
候
補
を
姫

路
市
長
に
推
薦
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
か
ら
５
年
度
に
か
け

て
は
忘
年
会
や
新
年
会
も
行
う
予
定

で
、各
議
員
と
の
懇
談
の
場
を
設
け
、

医
政
活
動
を
活
発
化
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

姫
路
市
医
師
連
盟
副
委
員
長

宮
下
正
人

姫路市長訪問
下段左より　石橋委員長、清元市長、

上段左より　池上常任執行委員、宮下副委員長、
國部副委員長、中谷副委員長、大田会計責任者

（令和 4年 11 月 29日）

姫路駅前で宮下副委員長による街頭演説
（令和４年７月５日）

（
三
面
か
ら
）

山
田　

医
療
の
重
要
性
は
平
時
に
は

世
の
中
で
意
識
さ
れ
ず
、
何
か
あ
っ

た
時
に
は
待
っ
た
無
し
の
対
応
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
他
方
で
医
療
提
供
体

制
の
整
備
は
一
朝
一
夕
に
で
き
る
も

の
で
な
く
、
と
り
わ
け
、
今
般
の
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
医
師
・
看
護
師
を

は
じ
め
と
す
る
医
療
従
事
者
の
確
保

が
非
常
に
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。
経
済

合
理
性
と
相
容
れ
な
い
点
を
念
頭
に

普
段
か
ら
の
医
療
提
供
体
制
の
整
備

を
後
押
し
し
て
参
り
ま
す
。
我
々
政

治
に
携
わ
る
者
に
と
っ
て
現
場
の
お

声
は
何
よ
り
重
要
で
す
。
永
田
町
や

霞
が
関
で
机
上
の
議
論
に
終
始
す
る

こ
と
な
く
、
現
場
の
実
態
や
課
題
を

踏
ま
え
た
対
策
を
講
じ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
昨
今
、
感
染
拡
大
予

防
の
観
点
か
ら
、
皆
様
と
お
会
い
し

て
直
接
お
話
を
お
伺
い
す
る
機
会
が

少
な
く
な
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、

是
非
と
も
機
会
を
見
つ
け
て
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
現
場
の
お
話
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

北
垣　

本
日
は
本
当
に
ご
多
忙
の

中
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
い
た

だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後

の
山
田
先
生
の
更
な
る
ご
活
躍
を
ご

期
待
申
し
上
げ
ま
す
。


